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2010年度後期プロジェクト実習ベンチマーク

こんぶくろ池班

小澤、中西、根本、塙、山田
ゴール1:植生再生を妨害する要素を取り除く。

　目標1－1:直径30cm未満の倒木と除去対象の植物(表1)の除去。

　

　ベンチマーク1－1a:下刈りを行い、雑草の高さを植栽した樹木の高さ未満に保つ。

佐藤(1983)によると、樹高と同等の樹木が近くに生育する場合その樹木の幹の成長は3分の2程度まで抑制される。完全に被陰される場合、幹直径が半分まで抑制される。

表1：除去対象の植物
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つる植物

要注意

ヨウシュヤマゴボウ

アケビ

フジ

セイタカアワダチソウ

ミツバアケビ

カラスウリ

メマツヨイグサ

アマチャズル

クズ

オニノゲシ

ナツヅタ

イシミカワ

キヅタ

アズマネザサ

スイカズラ


ゴール2:根茎による他の植物の生育妨害を防ぐ。

　目標2－1:ニセアカシアとマダケの除去あるいは成長の抑制。

　ベンチマーク2－1a:ニセアカシアにグリホサート剤を塗布してから一年以内に全て枯れている。

「自然植生中における外来生物の防除マニュアル（暫定版）」によるとグリホ
サート剤を原液及び2倍希釈液を切り株の切断面に塗布することで防除でき
るとある。

ベンチマーク2－1b:対象地のマダケを1年後に密度2.5本/㎡、2年後に密度2.0/㎡、3年後に密度0.5本/㎡まで抑制する。

上田(1963)によると、マダケを8月に伐採することで、次の年の筍発生を乾
燥重量で約20%まで抑えることが出来る。

藤井ら(2008)によるとモウソウチクの発生は７-8月に伐採することで、1年後に密度2.25本/㎡、2年後に密度1.88本/㎡、3年後に密度0.012本/㎡に抑制された。

ゴール3:隣接する湿地林環境変化からの保護(希少種の保護、外来種侵入の抑
　　　　制)。

　目標3-1:エノキ－ムクノキ林を目標に再生を行う。但し完全なエノキ－ムクノキ林ではなく、こんぶくろ池内にある他の樹種も再生に利用する

　ベンチマーク3-1a:10年後の湿地内における樹高3m以上の樹種の内、エ

                ノキ、ムクノキ、コブシ、シロダモの本数が70%を超え

                るようにする。

日本植生誌関東(宮脇1986)よりヤブツバキクラスの河畔林の内、エノキ－ム
クノキ群集の高木、亜高木層を構成する樹種はエノキ、ムクノキ、コブシ、
シロダモとされる。松岡(2003)によると構成樹種の類似しているエノキーム
クノキ河畔林においてはこれらの構成樹種が約80％であった。

ゴール4:植生の再生に当たって、工場への倒木を防ぐ。

　目標4-1:工場から15mまでは低木を利用した植生にする。

　ベンチマーク4-1a:低木林帯に植栽した樹木以外で侵入した植物が1.5m以

上にならないようにする。

　

飯山（2002）によると、年2回下刈りをすることで、群落高を1m以下に抑

えることが出来る。
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